
副腎静脈サンプリング検査を受けられる患者さんへ 様
　担当医 説明看護師

月日 / /

経過 入院日　検査前日 検査前 検査後 検査後1日目　退院日

目　標
検査を受ける準備ができる。 検査の合併症（出血、神経障害）がない。

検査後の安静を守ることができる。 退院後の生活の注意点を知ってい
る。

処　置

検査で針を刺す右ももつけ根部分を
除毛します。可能な方は、あらかじ
めご自宅で除毛してきてください。
足の甲の動脈に印をつけます。

上の肌着は脱いで、検査衣に着替えます。
入れ歯や時計などの貴金属類、コンタクト
レンズははずしておいてください。

検査で刺した部位は、止血のため強く圧迫
して固定します。
自分で固定をはずさないでください。

検査で刺した部位から出血がない
ことを再度確認します。

点　滴
検査前から点滴を開始します。 安静が解除されたら、点滴は終了です。

お　薬
23時にお薬を内服します。

検　査
午後に検査を行います。 朝、空腹時に血液検査をします。

食　事
制限はありません。 検査に備え、昼食は食べられません。

水分は摂取可能です。
安静が解除されるまでは飲食は控えてくだ
さい。

普段通り飲食して問題ありません。

活　動
安静度

制限はありません。 検査時刻の1時間前には病室にいるようにし
てください。
看護師と一緒に検査室に行きます。

ベッドで病室に戻ります。検査後2時間は
ベッド上で寝たまま安静にしてください。
検査で刺した部分から出血がないことを確
認した後は、病室内のトイレ・洗面台まで
歩行することができます。

制限はありませんが、激しい運動は
控えましょう。

排　泄

安静時間中（4時間程度）はトイレに行くこ
とができません。検査前に尿管を入れま
す。

安静中に排泄をしたい場合は、看護師の介
助のもとベッド上で排泄してもらいます。
尿管が入っている方は、安静が解除された
後に管を抜きます。

清　潔

シャワー浴 退院後翌日から入浴可能です。検査
した部位は強くこすらないようにし
てください。

説　明
指　導

看護師から入院生活のや検査予定に
ついて説明します。
検査の同意書を確認します。
外来で説明を受けられていない場合
は、入院後に医師から説明します。

痛みやしびれ、気分が悪い時などは、
我慢せずに看護師にお伝えください。

退院の書類や診察券、次回の外来診
察の予定について説明します。
退院処方がある場合お渡しします。

　

　

普段飲んでいる薬を確認しますので、看護師に渡してください。
お薬は医師の指示に従い内服していただきます。

この予定表はおおよその目安です。患者さんの状態や治療の経過等により、予定が変更になったり入院期間が
前後することがありますのでご了承ください。わからないことがありましたら、遠慮なくスタッフにご相談ください。

/

検査日はシャワー浴はできません。
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検査部位の周辺に内出血がみられることがありますが、徐々に消えていきます。

退院後、検査部位が赤く腫れたり、痛みが出るなどの症状があれば、外来にご連絡ください。


